
点
に
勝
因
寺
跡
、
海
蔵
寺
、

点
に
勝
因
寺
跡
、
海
蔵
寺
、

智
岸
寺
跡
な
ど
の
谷
へ
と
、

智
岸
寺
跡
な
ど
の
谷
へ
と
、

扇
形
に
開
い
て
い
ま
す
。　

扇
形
に
開
い
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
山
の
名
に
は
山
裾
に

ま
た
、
山
の
名
に
は
山
裾
に

あ
る
扇
の
井
（
個
人
宅
に
あ

あ
る
扇
の
井
（
個
人
宅
に
あ

る
の
で
見
学
不
可
）
に
由
来

る
の
で
見
学
不
可
）
に
由
来

す
る
説
も
あ
り
、
静
御
前
が

す
る
説
も
あ
り
、
静
御
前
が

山
上
で
舞
い
、
こ
の
時
扇
を

山
上
で
舞
い
、
こ
の
時
扇
を

落
し
た
と
い
う
眉
つ
ば
説
ま

落
し
た
と
い
う
眉
つ
ば
説
ま

で
あ
り
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。

＊
将
軍
を
守
る
山

＊
将
軍
を
守
る
山

　

要
山
は
、
鎌
倉
全
域
に
と

　

要
山
は
、
鎌
倉
全
域
に
と

っ
て
も
、
重
要
な
位
置
に
あ

っ
て
も
、
重
要
な
位
置
に
あ

る
よ
う
で
す
。
前
に
鎌
倉
は

る
よ
う
で
す
。
前
に
鎌
倉
は

四
神
相
応
の
町
で
あ
る
と
説

四
神
相
応
の
町
で
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
が
、
占
星
術
で

明
し
ま
し
た
が
、
占
星
術
で

は
、
身
分
の
高
い
人
の
住
居

は
、
身
分
の
高
い
人
の
住
居

の
西
に
は
、
武
器
庫
を
置
く

の
西
に
は
、
武
器
庫
を
置
く

の
を
良
と
す
る
と
し
ま
す
。

の
を
良
と
す
る
と
し
ま
す
。

　

京
の
都
の
場
合
、
西
に
武

　

京
の
都
の
場
合
、
西
に
武

器
庫
を
意
味
す
る
兵
庫
が
あ

器
庫
を
意
味
す
る
兵
庫
が
あ

り
、
六
つ
の
兜
を
格
納
す
る

り
、
六
つ
の
兜
を
格
納
す
る

六
甲
山
が
連
な
っ
て
い
ま

六
甲
山
が
連
な
っ
て
い
ま

す
。
鎌
倉
の
場
合
も
、
鶴
岡

す
。
鎌
倉
の
場
合
も
、
鶴
岡

八
幡
宮
の
背
後
に
大
臣
山

八
幡
宮
の
背
後
に
大
臣
山

（
大
倉
）
が
あ
り
、
西
に
鶯

（
大
倉
）
が
あ
り
、
西
に
鶯

山
、
浄
光
明
寺
の
山
、
要

山
、
浄
光
明
寺
の
山
、
要

山
、
源
氏
山
が
続
き
、
将
軍

山
、
源
氏
山
が
続
き
、
将
軍

御
所
を
守

御
所
を
守

護
す
る
役

護
す
る
役

を
担
っ
て

を
担
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

「
新
編

　

「
新
編

鎌
倉
志
」

鎌
倉
志
」

は
「
西
に

は
「
西
に

高
き
山
は

高
き
山
は
武む

ご
く

む
ご
く曲

星せ
い
せ
い

に
相
当

に
相
当

る
。
其
名
を
武
山
…
。
ま
た

る
。
其
名
を
武
山
…
。
ま
た

西
に
山
あ
り
。
武
庫
と
号

西
に
山
あ
り
。
武
庫
と
号

す
。
亀
谷
の
山
也
。
…
此
等

す
。
亀
谷
の
山
也
。
…
此
等

の
山
に
悉
く
倉
庫
の
名
あ

の
山
に
悉
く
倉
庫
の
名
あ

り
。
…
武
将
居
を
成
さ
ん
に

り
。
…
武
将
居
を
成
さ
ん
に

於
て
は
吉
慶
あ
る
べ
し
」
と

於
て
は
吉
慶
あ
る
べ
し
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
武
曲
星
は

記
し
て
い
ま
す
。
武
曲
星
は

勇
気
、
豪
毅
を
示
す
星
で

勇
気
、
豪
毅
を
示
す
星
で

す
。
要
山
の
パ
ワ
ー
は
こ
こ

す
。
要
山
の
パ
ワ
ー
は
こ
こ

に
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

に
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

＊
八
雲
の
神
の
集
う
山

＊
八
雲
の
神
の
集
う
山

　

し
か
し
、
大
根
師
は
要
山

　

し
か
し
、
大
根
師
は
要
山

に
宿
る
力
は
八
雲
神
社
と
も

に
宿
る
力
は
八
雲
神
社
と
も

関
連
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

関
連
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

八
雲
神
社
は
市
内
に
四
社
、

八
雲
神
社
は
市
内
に
四
社
、

大
町
、
西
御
門
、
北
鎌
倉
、

大
町
、
西
御
門
、
北
鎌
倉
、

常
盤
に
あ
り
ま
す
。
四
社
を

常
盤
に
あ
り
ま
す
。
四
社
を

線
で
結
ぶ
と
不
思
議
に
も
要

線
で
結
ぶ
と
不
思
議
に
も
要

山
で
交
差
し
ま
す
。
祭
神

山
で
交
差
し
ま
す
。
祭
神

は
、
仏
教
で
は
祇
園
精
舎
を

は
、
仏
教
で
は
祇
園
精
舎
を

守
る
守
る
牛ご

ず

ご

ず頭
天て

ん
の
う

て
ん
の
う王
、
薬
師
如
来

、
薬
師
如
来

の
化
身
と
も
解
釈
さ
れ
ま

の
化
身
と
も
解
釈
さ
れ
ま

す
。
す
。

　

神
道
で
は
粗
暴
な

　

神
道
で
は
粗
暴
な
素す

さ
の
お
の

す
さ
の
お
の

戔
鳴
戔
鳴

尊み
こ
と

み
こ
とで

す
が
、
後
に
温
和
な
農

で
す
が
、
後
に
温
和
な
農

業
神
に
変
わ
り
、
今
は
厄
除

業
神
に
変
わ
り
、
今
は
厄
除

け
の
社
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

け
の
社
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

＊
妖
僧
の
霊
力
？

＊
妖
僧
の
霊
力
？

　

要
山
の
パ
ワ
ー
の
源
泉

　

要
山
の
パ
ワ
ー
の
源
泉

は
、
他
に
も
考
え
ら
れ
ま

は
、
他
に
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
隣
接
す
る
畑
地
は
勝
因

す
。
隣
接
す
る
畑
地
は
勝
因

寺
跡
と
い
わ
れ
ま
す
。
南
北

寺
跡
と
い
わ
れ
ま
す
。
南
北

朝
時
代
に
開
か
れ
、
間
も
な

朝
時
代
に
開
か
れ
、
間
も
な

く
消
え
た
は
か
な
い
寺
で
す

く
消
え
た
は
か
な
い
寺
で
す

が
、
開
山
は
妖
術
に
長
け

が
、
開
山
は
妖
術
に
長
け

た
志
一
上
人
で
す
。「
太
平

た
志
一
上
人
で
す
。「
太
平

記
」
に
登
場
し
、
足
利
将
軍

記
」
に
登
場
し
、
足
利
将
軍

を
呪
詛
し
た
り
、
狐
を
使
っ

を
呪
詛
し
た
り
、
狐
を
使
っ

て
一
晩
で
九
州
か
ら
鎌
倉
ま

て
一
晩
で
九
州
か
ら
鎌
倉
ま

で
書
類
を
届
け
さ
せ
た
り
し

で
書
類
を
届
け
さ
せ
た
り
し

た
僧
侶
で
す
。
上
人
ゆ
か
り

た
僧
侶
で
す
。
上
人
ゆ
か
り

の
神
社
は
、
勝
因
寺
跡
と
は

の
神
社
は
、
勝
因
寺
跡
と
は

背
中
合
わ
せ
の
鶯
山
に
あ
り

背
中
合
わ
せ
の
鶯
山
に
あ
り

ま
す
。
志
一
稲
荷
社
で
す
。

ま
す
。
志
一
稲
荷
社
で
す
。

背
筋
の
ひ
ん
や
り
す
る
偶
然

背
筋
の
ひ
ん
や
り
す
る
偶
然

で
す
。

で
す
。

＊
粗
末
に
で
き
ぬ
鎌
倉

＊
粗
末
に
で
き
ぬ
鎌
倉　

　

要
山
の
辺
り
に
は
、
湯
脈

　

要
山
の
辺
り
に
は
、
湯
脈

が
通
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

が
通
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

畑
を
過
ぎ
、
切
通
の
手
前
に

畑
を
過
ぎ
、
切
通
の
手
前
に

来
る
と
、
右
奥
に
鳥
居
が
見

来
る
と
、
右
奥
に
鳥
居
が
見

え
ま
す
。
扇
ヶ
谷
村
の
古

え
ま
す
。
扇
ヶ
谷
村
の
古

絵
図
に
は
坂
中
天
神
、「
新

絵
図
に
は
坂
中
天
神
、「
新

編
鎌
倉
志
」
に
は
霊
梅
堂
と

編
鎌
倉
志
」
に
は
霊
梅
堂
と

あ
る
社
で
、
今
は
霊
梅
社
と

あ
る
社
で
、
今
は
霊
梅
社
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

近
年
ま
で
銭
湯
が
あ
り
ま
し

近
年
ま
で
銭
湯
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

ま
た
、
切
通
の
中
ほ
ど
の

　

ま
た
、
切
通
の
中
ほ
ど
の

マ
ン
シ
ョ
ン
も
、

マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
3030
年
前
ま

年
前
ま

で
は
香
風
園
と
い
う
鉱
泉
旅

で
は
香
風
園
と
い
う
鉱
泉
旅

館
で
、
頼
朝
の
隠
し
湯
が
あ

館
で
、
頼
朝
の
隠
し
湯
が
あ

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
し

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
上
る
と
、
左
に

た
。
さ
ら
に
上
る
と
、
左
に

墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
建

墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
建

長
寺
の
修
行
僧
の
た
め
の
療

長
寺
の
修
行
僧
の
た
め
の
療

養
所
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

養
所
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
湯
治
の
施
設
も
あ
っ
た

す
。
湯
治
の
施
設
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
要
山
の
パ
ワ

　

こ
の
よ
う
に
要
山
の
パ
ワ

ー
の
根
源
は
、
い
ろ
い
ろ
考

ー
の
根
源
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
に
は
、

え
ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
に
は
、

あ
だ
疎
か
に
で
き
な
い
所
が

あ
だ
疎
か
に
で
き
な
い
所
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

ャ
ボ
歩
き
、
ゴ
ミ
探
し
。
８

ャ
ボ
歩
き
、
ゴ
ミ
探
し
。
８

月
５
・
６
日
の「
ふ
か
さ
わ
夏

月
５
・
６
日
の「
ふ
か
さ
わ
夏

ま
つ
り
」
で
灯
ろ
う
流
し
を

ま
つ
り
」
で
灯
ろ
う
流
し
を

す
る
た
め
、
川
の
清
掃
は
不

す
る
た
め
、
川
の
清
掃
は
不

可
欠
。
清
掃
の
甲
斐
あ
っ
て

可
欠
。
清
掃
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
ゴ
ミ
は
年
々
減
り
「
数

か
、
ゴ
ミ
は
年
々
減
り
「
数

年
前
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
の

年
前
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
の

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
。

た
」
と
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
。

そ
の
代
わ
り
川
底
の
藻
や
岸

そ
の
代
わ
り
川
底
の
藻
や
岸

と
土
手
の
雑
草
は
伸
び
放
題

と
土
手
の
雑
草
は
伸
び
放
題

で
刈
り
取
る
の
が
一
苦
労
。

で
刈
り
取
る
の
が
一
苦
労
。

市
の
職
員
が
刈
り
取
っ
た
草

市
の
職
員
が
刈
り
取
っ
た
草

を
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て

を
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
だ
。

＊
市
内
最
強
の
山

＊
市
内
最
強
の
山

　

ア
ー
ス
・
パ
ワ
ー
探
索
家

　

ア
ー
ス
・
パ
ワ
ー
探
索
家

の
大
根
弘
行
師
が
、
鎌
倉
市

の
大
根
弘
行
師
が
、
鎌
倉
市

内
で
最
も
強
く
パ
ワ
ー
を
感

内
で
最
も
強
く
パ
ワ
ー
を
感

じ
た
の
は
扇
ガ
谷
だ
そ
う
で

じ
た
の
は
扇
ガ
谷
だ
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
大
根
会
の
人
た

す
。
そ
こ
で
大
根
会
の
人
た

ち
と
訪
ね
ま
し
た
。

ち
と
訪
ね
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
亀
ヶ
谷
の
切
通

　

場
所
は
、
亀
ヶ
谷
の
切
通

下
。
薬
王
寺
の
向
か
い
の
山

下
。
薬
王
寺
の
向
か
い
の
山

で
、
南
西
が
垂
直
な
崖
に
な

で
、
南
西
が
垂
直
な
崖
に
な

っ
て
お
り
、
崖
下
に
諏
訪
社

っ
て
お
り
、
崖
下
に
諏
訪
社

の
祠
が
鎮
座
し
て
い
ま
し

の
祠
が
鎮
座
し
て
い
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
を
発
す
る
の

た
。
パ
ワ
ー
を
発
す
る
の

は
、
祠
の
直
前
、
や
や
左
に

は
、
祠
の
直
前
、
や
や
左
に

寄
っ
た
所
で
、
そ
こ
に
立
つ

寄
っ
た
所
で
、
そ
こ
に
立
つ

人
の
内
、
何
人
か
は
姿
勢
が

人
の
内
、
何
人
か
は
姿
勢
が

ふ
ら
つ
き
ま
し
た
。
霊
感
の

ふ
ら
つ
き
ま
し
た
。
霊
感
の

鋭
い
人
は
、
パ
ワ
ー
に
気
後

鋭
い
人
は
、
パ
ワ
ー
に
気
後

れ
し
て
参
道
の
途
中
で
立
ち

れ
し
て
参
道
の
途
中
で
立
ち

止
ま
る
ほ
ど
で
し
た
。
大
根

止
ま
る
ほ
ど
で
し
た
。
大
根

師
は
、
も
っ
と
強
い
パ
ワ
ー

師
は
、
も
っ
と
強
い
パ
ワ
ー

の
発
信
源
が
左
の
畑
、
そ
れ

の
発
信
源
が
左
の
畑
、
そ
れ

も
奥
の
岩
石
に
あ
る
と
指
さ

も
奥
の
岩
石
に
あ
る
と
指
さ

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

＊
扇
の
要　

＊
扇
の
要　

　

山
の
名
前
は

　

山
の
名
前
は
要

か
な
め

か
な
め

山や
ま
や
ま

。
扇
の

。
扇
の

要
を
意
味
す
る
名
で
す
。
確

要
を
意
味
す
る
名
で
す
。
確

か
に
扇

か
に
扇
ヶ
谷
は
、
要
山
を
基

谷
は
、
要
山
を
基

　

鎌
倉
市
大
町
の
八
雲
神

　

鎌
倉
市
大
町
の
八
雲
神

社
の
祭
礼
が
７
月
８

社
の
祭
礼
が
７
月
８

日
か
ら

日
か
ら
1010
日
ま
で
行

日
ま
で
行

わ
れ
、
初
日
午
後
７

わ
れ
、
初
日
午
後
７

時
、
提
灯
に
火
を
灯
し

時
、
提
灯
に
火
を
灯
し

た
４
基
の
神
輿
が
揃
い

た
４
基
の
神
輿
が
揃
い

の
半
て
ん
姿
の
氏
子
ら

の
半
て
ん
姿
の
氏
子
ら

約
１
５
０
人
に
担
が
れ

約
１
５
０
人
に
担
が
れ

て
町
中
に
繰
り
出
し
た

て
町
中
に
繰
り
出
し
た

＝
写
真

＝
写
真
。
午
後
９
時
近

。
午
後
９
時
近

く
に
神
輿
振
り
は
最
高

く
に
神
輿
振
り
は
最
高

潮
に
達
し
、
４
基
の
神

潮
に
達
し
、
４
基
の
神

輿
が
大
町
四
ツ
角
に
横
一
列

輿
が
大
町
四
ツ
角
に
横
一
列

に
並
び
、
ぴ
っ
た
り
と
組
ん

に
並
び
、
ぴ
っ
た
り
と
組
ん

で
あ
た
か
も
１
基
の
よ
う
に

で
あ
た
か
も
１
基
の
よ
う
に

進
む
光
景
は
圧
巻
だ
っ
た
。

進
む
光
景
は
圧
巻
だ
っ
た
。

担
ぎ
手
も
拝
観
者
も
「
悪
疫

担
ぎ
手
も
拝
観
者
も
「
悪
疫

退
散
招
福
繁
盛
」
が
約
束
さ

退
散
招
福
繁
盛
」
が
約
束
さ

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

７
月
７
日
鎌
倉
の
鶴
岡
八

　

７
月
７
日
鎌
倉
の
鶴
岡
八

幡
宮
で

幡
宮
で
七た

な
ば
た
さ
い

た
な
ば
た
さ
い

夕
祭
夕
祭
が
行
わ
れ
た

が
行
わ
れ
た

＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
宮
で
は
７
月
１
日
か
ら

　

同
宮
で
は
７
月
１
日
か
ら

９
日
ま
で
の
七
夕
ま
つ
り
の

９
日
ま
で
の
七
夕
ま
つ
り
の

期
間
中
、
境
内
に
吹
き
流
し

期
間
中
、
境
内
に
吹
き
流
し

や
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ
、
参

や
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ
、
参

拝
者
は
願
い
事
を
短
冊
絵
馬

拝
者
は
願
い
事
を
短
冊
絵
馬

や
梶
の
葉
色
紙
に
書
い
て
舞

や
梶
の
葉
色
紙
に
書
い
て
舞

殿
前
に
か
け
た
。
子
ど
も
の

殿
前
に
か
け
た
。
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
願
い
、
大

健
や
か
な
成
長
の
願
い
、
大

学
や
就
職
試
験
の
合
格
祈
願

学
や
就
職
試
験
の
合
格
祈
願

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
が

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
が

書
か
れ
て
い
た
。

書
か
れ
て
い
た
。

　

７
日
は
夕
方
か
ら
琵
琶
や

　

７
日
は
夕
方
か
ら
琵
琶
や

琴
、
筆
硯
な
ど
の
「

琴
、
筆
硯
な
ど
の
「
乞き

っ
き
っ

巧こ
う
こ
う

奠て
ん
て
ん

」
の
供
え
物
が
供
え
ら
れ

」
の
供
え
物
が
供
え
ら
れ

た
舞
殿
で
𠮷
田
茂
穂
宮
司
の

た
舞
殿
で
𠮷
田
茂
穂
宮
司
の

祝
詞
奏
上
な
ど
の
祭
典
が
行

祝
詞
奏
上
な
ど
の
祭
典
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
鶴
岡
幼

わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
鶴
岡
幼

稚
園
園
児
た
ち
が
リ
ズ
ム

稚
園
園
児
た
ち
が
リ
ズ
ム

（
踊
り
）
や
七
夕
の
歌
を
披

（
踊
り
）
や
七
夕
の
歌
を
披

露
。「
で
き
ば
え
は
花
丸
」

露
。「
で
き
ば
え
は
花
丸
」

と
宮
司
に
ほ
め
ら
れ
園
児
た

と
宮
司
に
ほ
め
ら
れ
園
児
た

ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
。

ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
。

　

江
の
島
が
会
場
と
な
る

　

江
の
島
が
会
場
と
な
る

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
照
準

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
照
準

を
合
わ
せ
た
英
国
セ
ー
リ

を
合
わ
せ
た
英
国
セ
ー
リ

ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン

ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
が
葉
山
町
に
決
ま
り
、

プ
地
が
葉
山
町
に
決
ま
り
、

同
町
と
英
国
王
立
ヨ
ッ
ト
協

同
町
と
英
国
王
立
ヨ
ッ
ト
協

会
、
宿
泊
施
設
を
提
供
す
る

会
、
宿
泊
施
設
を
提
供
す
る

大
同
生
命
保
険
が
、
７
月
７

大
同
生
命
保
険
が
、
７
月
７

日
葉
山
新
港
で
協
定
締
結
式

日
葉
山
新
港
で
協
定
締
結
式

を
行
っ
た

を
行
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
江

　

同
チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
江

の
島
で
の
国
際
大
会
で
同
町

の
島
で
の
国
際
大
会
で
同
町

の
魅
力
や
地
理
的
条
件
な
ど

の
魅
力
や
地
理
的
条
件
な
ど

の
情
報
を
山
梨
崇
仁
町
長
か

の
情
報
を
山
梨
崇
仁
町
長
か

ら
受
け
た
こ
と
か
ら
日
本
ヨ

ら
受
け
た
こ
と
か
ら
日
本
ヨ

ッ
ト
発
祥
の
地
・
葉
山
を
キ

ッ
ト
発
祥
の
地
・
葉
山
を
キ

ャ
ン
プ
地
に
選
択
。
海
か
ら

ャ
ン
プ
地
に
選
択
。
海
か
ら

も
近
い
研
修
施
設
が
宿
泊
先

も
近
い
研
修
施
設
が
宿
泊
先

と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
今
年

と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
今
年

は
７
月
と

は
７
月
と
1010
月
の
約
２
カ
月

月
の
約
２
カ
月

の
滞
在
で
、
来
年
以
降
も
宿

の
滞
在
で
、
来
年
以
降
も
宿

泊
施
設
を
提
供
す
る
予
定
。

泊
施
設
を
提
供
す
る
予
定
。

　

会
場
に
は
約
百
人
の
町
民

　

会
場
に
は
約
百
人
の
町
民

が
集
ま
り
、
宿
泊
先
そ
ば
の

が
集
ま
り
、
宿
泊
先
そ
ば
の

明め
い
し
ょ
う

め
い
し
ょ
う照
幼
稚
園
園
児
ら
が
手

幼
稚
園
園
児
ら
が
手

作
り
の
金
メ
ダ
ル
を
選
手
に

作
り
の
金
メ
ダ
ル
を
選
手
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
後
、
英
語

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
後
、
英
語

で
の
挨
拶
や
歌
を
披
露
。
選

で
の
挨
拶
や
歌
を
披
露
。
選

手
ら
と
と
も
に
願
い
事
を
七

手
ら
と
と
も
に
願
い
事
を
七

夕
の
短
冊
に
託
し
た
。

夕
の
短
冊
に
託
し
た
。

　

他
国
に
先
駆
け
て
来
日
し

　

他
国
に
先
駆
け
て
来
日
し

た
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ト
ラ
ン
ド

た
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ト
ラ
ン
ド

コ
ー
チ
は
「
葉
山
は
容
易
に

コ
ー
チ
は
「
葉
山
は
容
易
に

コ
ー
ス
に
出
る
こ
と
が
で
き

コ
ー
ス
に
出
る
こ
と
が
で
き

る
理
想
的
な
立
地
。
町
の
皆

る
理
想
的
な
立
地
。
町
の
皆

さ
ん
の
歓
迎
の
気
持
ち
も
大

さ
ん
の
歓
迎
の
気
持
ち
も
大

き
い
」
と
評
価
。
地
元
の
あ

き
い
」
と
評
価
。
地
元
の
あ

ず
ま
町
内
会
・
萩
原
幹
子
会

ず
ま
町
内
会
・
萩
原
幹
子
会

長
も
「
選
手
を
家
族
と
し
て

長
も
「
選
手
を
家
族
と
し
て

迎
え
た
い
」
と
英
国
チ
ー
ム

迎
え
た
い
」
と
英
国
チ
ー
ム

へ
の
歓
迎
と
応
援
の
言
葉
を

へ
の
歓
迎
と
応
援
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

贈
っ
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

國
寳
史
蹟
研
究
會
（
八
幡

　

國
寳
史
蹟
研
究
會
（
八
幡

義
信
会
長

義
信
会
長
･
会
員
約
１
８
０

会
員
約
１
８
０

人
）
が
創
立

人
）
が
創
立
8181
周
年
、
例
会

周
年
、
例
会

千
回
を
迎
え
た
記
念
講
演
会

千
回
を
迎
え
た
記
念
講
演
会

・
祝
宴
が
７
月
２
日
鎌
倉
の

・
祝
宴
が
７
月
２
日
鎌
倉
の

鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
で
開
か

鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
で
開
か

れ
、
会
員
や
来
賓
ら
約
１
６

れ
、
会
員
や
来
賓
ら
約
１
６

０
人
が
参
加
し
た

０
人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

講
演
会
で
は
、
鶴
岡
八
幡

　

講
演
会
で
は
、
鶴
岡
八
幡

宮
・
𠮷
田
茂
穂
宮
司
が
「
現

宮
・
𠮷
田
茂
穂
宮
司
が
「
現

在
の
鶴
岡
八
幡
宮
」
と
題
し

在
の
鶴
岡
八
幡
宮
」
と
題
し

て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が

て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が

当
宮
を
４
回
訪
れ
て
い
た
こ

当
宮
を
４
回
訪
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
神
道

と
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
神
道

に
つ
い
て
話
し
た
。

に
つ
い
て
話
し
た
。

　

武
蔵
野
文
化
協
会
の
坂
詰

　

武
蔵
野
文
化
協
会
の
坂
詰

秀
一
会
長
は
「
鎌
倉
の
観
光

秀
一
会
長
は
「
鎌
倉
の
観
光

考
古
学
」
と
題
し
て
、
遺
跡

考
古
学
」
と
題
し
て
、
遺
跡

代
表
か
ら
、
同
会
は
例
会
の

代
表
か
ら
、
同
会
は
例
会
の

レ
ジ
メ
な
ど
記
録
が
念
入
り

レ
ジ
メ
な
ど
記
録
が
念
入
り

に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

八
幡
会
長
の
ダ
ジ
ャ
レ
が
場

八
幡
会
長
の
ダ
ジ
ャ
レ
が
場

を
な
ご
ま
せ
る
こ
と
な
ど
が

を
な
ご
ま
せ
る
こ
と
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
の

披
露
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
の

食
事
を
再
現
し
た
祝
い
膳
を

食
事
を
再
現
し
た
祝
い
膳
を

な
ご
や
か
に
囲
み
、
唱
歌

な
ご
や
か
に
囲
み
、
唱
歌

「
鎌
倉
」
の
大
合
唱
で
宴
を

「
鎌
倉
」
の
大
合
唱
で
宴
を

終
え
た
。

終
え
た
。（
４
・
５
面
に
特
集
）

（
４
・
５
面
に
特
集
）

を
文
化
資
源
と
し
て
活
用
す

を
文
化
資
源
と
し
て
活
用
す

れ
ば
観
光
の
元
と
な
り
地
域

れ
ば
観
光
の
元
と
な
り
地
域

の
資
源
に
な
る
の
で
同
研
究

の
資
源
に
な
る
の
で
同
研
究

会
の
活
動
を
鎌
倉
の
保
存
と

会
の
活
動
を
鎌
倉
の
保
存
と

観
光
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

観
光
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

激
励
し
た
。

激
励
し
た
。

　

元
県
立
歴
史
博
物
館
主
任

　

元
県
立
歴
史
博
物
館
主
任

学
芸
員
で
現
日
本
女
子
大

学
芸
員
で
現
日
本
女
子
大

学
教
授
・
古
川
元
也
さ
ん

学
教
授
・
古
川
元
也
さ
ん

は
、
同
研
究
会
の
黎
明
期

は
、
同
研
究
会
の
黎
明
期

の
鎌
倉
研
究
を
評
価
し
、

の
鎌
倉
研
究
を
評
価
し
、

「
在
野
の
、
市
民
の
側
か
ら

「
在
野
の
、
市
民
の
側
か
ら

の
同
研
究
会
の
文
化
財
保
護

の
同
研
究
会
の
文
化
財
保
護

活
動
は
、
今
後
一
層
重
要
に

活
動
は
、
今
後
一
層
重
要
に

な
っ
て
く
る
」
と
活
動
を
称

な
っ
て
く
る
」
と
活
動
を
称

え
た
。
八
幡
会
長
は
、「
当

え
た
。
八
幡
会
長
は
、「
当

会
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

会
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
現
地
を
訪
れ
て
そ
の

と
は
、
現
地
を
訪
れ
て
そ
の

土
地
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が

土
地
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
研
究
す
る
こ
と
で
、
今

ら
、
研
究
す
る
こ
と
で
、
今

や
る
べ
き
こ
と
は
、
発
掘
し

や
る
べ
き
こ
と
は
、
発
掘
し

た
史
料
を
い
か
に
後
世
に
残

た
史
料
を
い
か
に
後
世
に
残

す
か
と
い
う
こ
と
」
と
語
っ

す
か
と
い
う
こ
と
」
と
語
っ

た
。
た
。

　

祝
宴
で
は
、
交
流
団
体
の

　

祝
宴
で
は
、
交
流
団
体
の

　

鎌
倉
の
深
沢
地
区
を
流
れ

　

鎌
倉
の
深
沢
地
区
を
流
れ

る
新
川
の
清
掃
活
動
が
７
月

る
新
川
の
清
掃
活
動
が
７
月

５
日
の
午
後
か
ら
行
わ
れ
、

５
日
の
午
後
か
ら
行
わ
れ
、

県
立
深
沢
高
校
の
生
徒
約
２

県
立
深
沢
高
校
の
生
徒
約
２

百
人
が
参
加
し
た

百
人
が
参
加
し
た
＝

写
真
写
真
。

　

今
年

　

今
年
1111
回
目
で
、

回
目
で
、

鎌
倉
西
ラ
イ
オ
ン
ズ

鎌
倉
西
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
石
井
満
会

ク
ラ
ブ
（
石
井
満
会

長
・
会
員

長
・
会
員
1616
人
）
と

人
）
と

深
沢
ま
つ
り
の
会
が
主
催
。

深
沢
ま
つ
り
の
会
が
主
催
。

作
業
は
常
盤
の
深
沢
行
政
セ

作
業
は
常
盤
の
深
沢
行
政
セ

ン
タ
ー
と
、
梶
原
の
中
外
製

ン
タ
ー
と
、
梶
原
の
中
外
製

薬
周
辺
の
２
カ
所
で
行
わ

薬
周
辺
の
２
カ
所
で
行
わ

れ
、
主
催
者
の
メ
ン
バ
ー
ほ

れ
、
主
催
者
の
メ
ン
バ
ー
ほ

か
老
人
ク
ラ
ブ
や
中
外
製
薬

か
老
人
ク
ラ
ブ
や
中
外
製
薬

社
員
ら
も
参
加
し
た
。

社
員
ら
も
参
加
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
運
動
靴
や

　

参
加
者
た
ち
は
運
動
靴
や

長
靴
で
川
の
中
を
ジ
ャ
ボ
ジ

長
靴
で
川
の
中
を
ジ
ャ
ボ
ジ

扇ガ谷の要山＝扇ガ谷の要山＝強いパワー強いパワー
の発信源があるの発信源がある

崖下に鎮座する諏訪社の祠崖下に鎮座する諏訪社の祠

要
山
の
根
源
を
探
る

要
山
の
根
源
を
探
る

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦

東
京
五
輪

東
京
五
輪
葉
山
で
キ
ャ
ン
プ

葉
山
で
キ
ャ
ン
プ

英
国
チ
ー
ム
と
町
が
協
定
締
結
式

英
国
チ
ー
ム
と
町
が
協
定
締
結
式

大
町
・
八
雲
神
社
で
神
輿
振
り

大
町
・
八
雲
神
社
で
神
輿
振
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創立81周年創立81周年
例会1000回例会1000回

記念講演と祝宴記念講演と祝宴
國寳史蹟研究會國寳史蹟研究會

２０１７年（平成２９年）８月１日 第461号 1部　108円 （２）


